
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

最終評価

評価項目
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・教職員間でマイプランや唐津の学びスタイルを共有
するとともに，校内研修等により取組の促進を図る。

○『よぶこっこの学習過程』を実践し，書
く力をつけるための授業をめざし，取り組
んだ。」と回答した教師の割合が８０％以
上（アンケート）
○「授業がよくわかる」の質問に対して肯
定的な回答をする児童の割合９０％以上
（アンケート）。

・「よぶこっこ学習過程」の授業実践に取り組む。
・学習過程の中で書く活動に重点をおき，条件やキー
ワードを意識して書けるような活動を仕組んでいく。
・知識・技能を身につけさせるために，朝のぐんぐんタ
イムで，計算問題に取り組む時間を確実に設ける。

●児童生徒が，自他の生命を尊重する
心，他者への思いやりや社会性，倫理
観や正義感，感動する心など，豊かな心
を身に付ける教育活動

〇「きらり」見つけの対象が昨年より広
がった」割合７５％以上（教師アンケート）
〇「学校は楽しい」と答える児童９０％以
上（児童アンケート）
〇児童集会で感想交流が昨年度より活
発になる。（観察）

・委員会主体の取組や帰りの会等で児童の「きらり」見
つけ活動を行い，自尊感情を高める。
・Ｑ－Ｕアンケートを有効活用し，望ましい児童集団を
構築し，学級運営に生かす。
・児童集会やたてわり活動（掃除）において，異学年間
での認め合う時間を大切にする。（時間・発言の場の
確保）

●いじめの早期発見，早期対応に向け
た取り組みの充実
○人権学習の実施

○いじめ防止等について組織的に対応
できていると回答した職員９０％以上（ア
ンケート）。
○「自分や友だちを大切にできた」と答え
る児童が８５％以上（児童アンケート）
○「学校では道徳や人権教育などがきち
んと実施されている」と答える割合９０％
以上（保護者アンケート）

・毎月第3月曜日に「心のアンケート」を
実施して，児童の実態を把握し，早期対応を行う。全職
員で共通理解を図り，学校全体で児童に対応をしてい
く。
・部落差別を解消するための学習の取組（6年）を行
う。
・全校道徳の実践，言葉遣いについて考えさせる強化
週間の取組を行う(年2回）。

○教育活動のＵＤ化
○特別支援教育の充実

○「どの子も楽しく理解できる授業づくり
のために，指示の出し方や説明の仕方
においてＵＤ化に努めた。」と答える教師
が９０％以上（教師アンケート）

・人権が尊重される環境づくりを視点にした授業・教室
環境のＵＤ化に努める。
・教職員や保護者の特別支援教育についての知識や
理解を研修を通して深める。
・特別支援教育Ｃを中心とした支援体制のもと，支援を
要する児童の実態把握し，子ども支援会議，ケース会
議を通して，全職員の共通理解を図ることで有効な支
援をする。
・ＳＣやSSW巡回指導等の外部機関を活用する。
・授業のＵＤ化で児童の学習理解を進める。
・UD教育の冊子を活用する。

◎「 将来の夢や目標をもっている」につ
いて肯定的な回答をした児童を８５％以
上。
●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答する児童８０％以
上。

・地域を生かした学習や夢・目標について考えさせる場
面を設け，教科，学校行事等を通して，郷土を誇りに思
う心や自己肯定感を高めさせる。
・キャリアパスポートに，学習成果物や学習評価物を整
理する機会を学期に２回設ける。
・児童一人ひとりが活躍できる場をつくる教育活動に取
り組む。

●「健康に良い食事をしている」と回答す
る児童８０％以上（児童アンケート）
○朝食をとって登校する児童９５％以上

・毎朝，健康チェックの際に朝ごはんの喫食状況を確認し，
食べていない児童には個別に指導する。
・給食時間中に各教室で「食」に関する指導を行う。また，給
食の放送原稿を作成し，毎日給食委員会より放送してもら
う。
・毎月１回程度，家庭へ給食だよりを配布する。

○外遊びを奨励し，佐賀県のスポーツ
チャレンジに全学級が取り組む。

・佐賀県のスポーツチャレンジについて取組週間を設け，各
学級で一回は必ずチャレンジする。
・なわとび習慣をつけさせ，児童主体の縦割りなわとびタイ
ムを行う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

最終評価

評価項目
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

学校関係者評価

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
〇1年を上期と下期に分けて，各期，超
過勤務を一人当たり５％削減

・前年度比の数値を示し，タイムマネジメントを意識し
た働き方に取り組む。
・行事等に見通しをもって取り組んだり，互いに声を掛
け合ったりしてハッピーフライデー（定時退勤日）に学
校全体で取り組む。月末は、スーパーハッピーフライ
デーとして，17:30全員退勤を厳守する。

学校名 唐津市立呼子小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●全職員による共通理解と共通実践

○学習内容の定着に向けた分かりやすい授業
の実践

取組内容

２　学校教育目標

５　総合評価・

　　次年度への展望

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

自他を大切にするとともに，主体的に考え・動く子どもの育成

・「よぶこっこ学習過程」を全教職員で進めていくことで学力向上に努め、特に「かく活動」を重点的に進めることができた。児童自身が「本当にわかる」ことを目指し適切な自己評価ができるようにしていく必要がある。

・児童の自尊感情を高める学習活動や児童の困り感に寄り添うための職員研修などを通して、ひとりひとりを大切にする教育を進めることができた。

・地域を題材とした学習活動に取り組み、地域の良さに気付くことができた。さらに学習活動を充実させ、呼子を誇りに思い、自己肯定感を高めて夢に向かって努力する児童の育成を図っていく。

【令和５年度　呼子小重点プロジェクト】

①学力の保障　　②ひとりひとりを大切にする教育　　③呼子プライドを育む教育　　④業務改善

１　前年度

　　評価結果の概要

重点取組
具体的取組

中間評価

中間評価 学校関係者評価

３　本年度の重点目標

○呼子プライドを育む教育

○「学校では地域の良さを知る学習に取
り組んでいる」と肯定的な回答をした保護
者が８０％以上（保護者アンケート）
○「地域を生かした学習に取り組んだ」と
肯定的な回答をした教師が８０％以上
（教師アンケート）

○いきいき学ぶからつっ子育成事業の推進
○海洋教育の推進

・地域を題材とした総合的な学習の時間の見直しと再
構築を行う。
・３，４，５年の総合的な学習の時間を中心に，「地域の
ひと・こと・もの」と関わりながら，呼子の海のよさ・歴
史・環境の学習を年間２０時間以上実施する。

重点取組内容

ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育

●◎児童が夢や目標をもち，その実現に向けて
意欲的に取り組もうとするための教育活動。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

○児童の体力の向上

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

目指す児童像 めざせ！キラリと光る 呼子っ子
よ よく聞き考え 進んで勉強（かしこく＝学力の保障）

ぶ ぶつかるやる気 バリバリ仕事（あたたかく＝勤労奉仕）

こ ことばハキハキ あいさつ礼儀（あたたかく＝自他の尊重）

つ つけようけじめ なくそういじめ（あたたかく＝差別解消）


